
本号では、平成３０年５月３１日（木）に開催しました「氷川参道歩行者専用化

検討協議会」の内容についてご報告します。

昨年度の歩行者専用化後の検討内容は以下のとおりです。

1．氷川参道（中区間）（一灯式信号機～南大通東線間）を歩行者専用化としていく。

2．歩行者専用化後の設えの方向性

①グレー系の舗装とする。

②物理的に車を入れないようにするボラードを設置する。

③自転車と歩行者の通行箇所は、舗装の柄で分ける。

④照明のデザインを検討する。
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現在の状況：
氷川参道（中区間）の歩行者
専用化の交通規制方法や構
造物の詳細について現在交
通管理者、道路管理者と打ち
合わせを進めています。

これらを絵にすると。



まとめ

氷川参道のデザインに関するワークショップなどを
８月下旬ごろに開催する予定です。
日時場所が決まりましたら、次号のまちづくりだより
でご連絡いたしますので参加ご希望の方は、お申し込み
ください。

氷川参道[中区間]（一灯式信号機から南大通東線までの間）の歩行者専用化につ

いて関係機関等との調整を引き続きおこないながら進めてまいります。

歩行者専用化後のデザインについては、今年度ワークショップな

どを通じて皆様方のご意見を幅広くいただきながら進めて行きたい

と考えています。

引き続き皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

ワークショップな
どは、年度内２回
開催を予定してい
ます。

さいたま市 都市局 都心整備部 氷川参道対策室 （大宮区役所東館２階）


